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SA・A日程 第 2回 予想問題

数 学
（全学部・全学科共通）

試験時間 80分 満点 100点 大問 4題

注 意 事 項

1. 試験開始の合図まで，この問題紙を開いてはいけない。
2. 問題は大問 1〜 4 の 4題からなる。すべてに解答すること。
3. 問題文中のア，イ，…に入る数を，対応する解答欄へマークすること。
4. 解答は原則として最簡形で答える。分数は約分し，根号の中は最小にすること。
5. 実際の試験と同じく，数学 III・複素数平面・統計的な推測は出題範囲に含まない。

本書は独自作成の非公式予想問題集であり，千葉工業大学公式の教材・過去問・模擬試験ではない。



4 次の各問に答えよ。
点 P は 2点 A,B のいずれかにあり，時刻 0で Aにある。1回の移動で，Aからは確率 1/2で A，1/2で B へ移り，B からは
確率 1/4で A，3/4で B へ移る。n回移動後に Aにある確率を pn とする。
(1) p0 = ア , p1 =

イ
ウ , p2 =

エ
オ である。

(2) pn+1 =
カ
キ pn +

ク
ケ である。qn = pn −

コ
サ とおくと qn+1 =

シ
ス qn である。

(3) pn =
セ
ソ +

タ
チ

( ツ
テ

)n

である。

(4) pn < 7/20となる最小の nは ト である。時刻 1から時刻 nまでに P がAにある回数の期待値は，この nに対し ナ ニ
ヌ ネである。
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4 次の各問に答えよ。
aを定数とし，2つの放物線

C : y = x
2
, D : y = −x

2 + 4x+ a

を考える。C 上の点 P (p, p2)における接線が，D 上の点 Q(q,−q2 + 4q + a)においても接しているとする。
(1) 共通接線の傾きと切片を比べると

p+ q = ア , a = −p
2 − q

2

が成り立つ。
(2) a = − イ (p − ウ )2 − エ である。したがって，異なる共通接線の本数は，a < −2 で オ 本，a = −2 で カ 本，
a > −2で キ 本である。
(3) a = −4のとき p = ク , ケ で，2本の共通接線は y = コ および y = サ x− シ である。

(4) (3)の 2本の接線と C で囲まれる部分の面積と，2本の接線とD で囲まれる部分の面積の和は ス
セ である。

56 • 103



• 合格答案をつくるシリーズ 千葉工大 SA・A日程数学 2027

第 3回　解答・解説
配点 大問 1：各 3点（24点）／大問 2：各 10点（20点）／大問 3：各 12点（24点）／大問 4：7点・7点・8点・10点
（32点） 計 100点

• 大問 1　独立小問

解法の方針 独立小問では，計算結果よりも先に条件を読む。複素数の除法では共役を掛け，絶対値不等式では同値な
範囲へ直し，データは小さい順に並べて中央値と四分位数の位置を確認する。場合の数は同じ数字の入れ替えを除き，
絶対値を含む積分は符号が変わる点で区間を分ける。最後に問題のカナ順と答の符号を照合する。

(1)［3 点］ (2 + i)2 = 3 + 4iで，3 + 4i

1− i
=

(3 + 4i)(1 + i)

2
=

−1 + 7i

2
。

空欄ア〜エ　 1, 2, 7, 2

(2)［3 点］ 第 1条件は −1 5 x 5 4，第 2条件は (x− 1)(x− 4) < 0，すなわち 1 < x < 4。
空欄オ・カ　 1, 4

(3)［3点］ 中央値は中央の 2値の平均なので (5+7)/2 = 6。下位 3個 2, 3, 5の中央値は 3，上位 3個 7, 8, 12

の中央値は 8であるから，四分位範囲は 8− 3 = 5である。
空欄キ・ク　 6, 5

(4)［3 点］ 方べきの定理 PA · PB = PC · PD より 2 · 8 = 4PD，PD = 4。
空欄ケ　 4

(5)［3 点］ 6!/(2!2!) = 180。
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